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前時時後

幕よ模規更店

売小）刻刻）

別う小模

札す店売

町と

道 公 報

１
出大名株帯大フ

平届氏

事規式広規ク

成

西小ラ

年項模会市模ハ

の小社

売若 月概売福

要店原条店草

日舗北舗店

第

り域３ 北

大大なの月 海

規規お生 道

模模、活日 告

小小同環ま 示

売売法境で 第

店店第のに

舗舗８保北

立の条持海 号

地設第の道

号

問
訪

域
地

島ン
広ョ

北シ
護

看

一 午午場ら午

月 前後を午後

十 ９９利後

六 時時用９時

日 す時
分 分分る
こ分ま

だがで）

たとまで

金 しで

、きた

曜

舗店午午

間時し

年るだ

９

若事の舗前後

内る
草項施に
のい

町設お時時

運て
営小 －

法業だだ ほ方売たた １

年

関行、、

にをしし か

代１の

る者間間

すう年

及

置取目称

設表丁名

を
す締

の福在

者地所

る役番び

称
名

は治

又朋

名
氏原地

法置２た十

変者項め勝

ら規慮庁

更平かの配支

変定す商

後成

）

に基き労

北年更にべ工
項観

島律つづ事働

広法
て、に光

市第いき

広

出該いに

葉号届当つ課

ス

３附が大て到

町）

広

北ャ北
）

前

ー更

テ変
グ朝

市ン市

島ニ島

広イ
６ル６

町ェ町

日ウ日

朝

日 間、
開

９時

前９

午前

日帯午
後
午
・

）店

時

店
閉
時

事の３

時前後

店午午

項開日日

刻９

刻
時
店
閉
び））

及時時

道に

海び

北並
所

住
び

及
は
て
っ

堀あ
に

事人

知法

っ模見す

丁則あ規意着
有よ

９５た小をる

目第

提

４第店すう

番条。売

項を者出

号１舗る

の設はす

広定す書こ

－規置、る

町よ者にが

葉にる面と

ズ丁

、そりき

りがよで

目目

丁
１１ １ －－ －

１
成ン

平ニ
イ
ャ

シ室シ
号

グ
変ウ
更ェ１

届平届

２３

、
は
合
場
の

出成出
書 年

の

駐４荷午月年等

車かさ前日

エ
場所ば７月縦

廃規
大

駐荷

模 棄 さ 輪

者
表

達代

場ば物小 台台

イウ

の

也

大 松株有大

規駐 式限規

模車 田会会模

。

次の平る

小小場 社社

の周成

と辺

お地年

記大は小氏株 平上て
ア

規代売式 成

会 名

変小者社 業 年の模表

ル－

）室

所号

住ズ１
ら更
変

覧

後年

前 更る

変午）す

設ら

自施か日

のき時６

出い７

のお後

車に午

動

ば

のさで

口荷ま

入て時

の店

のき等売

行
を
き

数

台の管の

容設保舗

収施

運

のの

積設設

数面施施

考北ふ

関
に
法
方

量営

容

道く店店収 海っ売売の

工内の台 ダら舗舗容 弘

舗の

店設 ヤ房の施数 イ

積置 尾路広面配 広釧帯

合関 忠文東のに 郡市市
南る 村１条計す 類苑２

を又

字丁

に店氏は 行

月更売の

福

お

者 るに名

日係舗名う

小帯 以て
のいの称原 も

を西 事業市 の売住広 外
項

日

時 ）月

９

北 う条 行

後
午

ら
か

分
で

ま
時

時
る

き
で
が
と

こ
う た

一 間

〇 帯

七

丁項 忠目８事

項
事
る
す

番目

類９
１
号番 －

地

役役

締締

取取

表表

代代

名目 氏丁 の１ 者
及代代 称

名地 は番 又所

並者役 所締 住表取 び表 店
開

時
９

前
午

、
し

だ

び

起崇

場本

市橋 は
合

場
の

朋 人

氏 法原 に福 の

朗司 時
９

前
午

、

っ
あ治 に名

か



北

次そ 海

のの平 道

地関成

平

告 成

区係 示

に書年 第 年

つ類
いは月 月

て、 号

日、平日

北 海

換覧 北

土地そに 海

計の供 す道

画関す る地
告

を係る 。改
示

定書。

良
第

め類

法
たは 昭
。、 号

北

和

道 公 報

牛済及なた

給経営要る

業海的び資め

務そ大事

目畜綿に肉金、

又の家

算 事的経状影用の予

は

経通の 業又営脳響牛融

の受営の範 のは維症を

持

第

助 祝 縦平１政補 のの農

３所金

日 覧成月部

に 期

ま分を

関 間年日管等

す
をそ

る交 月で

号

縦北北

平覧海海

成場道道
十所経十
三済勝
年部支
十

道成

地庁

営
土年
地
改月
良

のら
業か

事日
土

良、
改間

地日

支

第川

律上

法道

年海
庁

え 第

備 ）

に 号

置

円囲 名趣

、 ２

て の

い 条

た維滑内 称旨

資発けの

補

利に酪持化で 及

金生
経必図助

び子よ農にを

者
象

対
助村

町 補市
補り

付 法

る く５

す 律 日除の

か
和 ））事 昭 金。）

律 成
法 平

年 ら
第
年
３
）
月号

一域商

月産工

十業労

六課働

日

課
光

観

金

曜

覧北

更縦
変の

業般
事一

道を供道

海画に海

北計
た。

事める事

知定す知

項

成 １

平 第

堀。堀

規

年 の
に

月 定
旭

ら 、

か り

日 よ

用経約該

、 高

間 市

日 川

経維よ子 補市牛営に利

を資利給

村営持り補

町

に補要

融行金子に

助が

をる

対機農つ給す

資う

費 象

かに当行経

関家き

日に

酪通融場

ら融該う

規
日
で休

まる
）す

月定
日に
曜び
日並

、
土月
曜
日日

日

項事覧

也也

達達

北

土の業そに 海

規のの供

中

道

定施関す

地
告

に行係る

改 斗

示

よの書。

良
第

り協類

法 満

、議は

豊 額

の縦
の 区

般 地

一 台 資合

名原葦

区 内
以地栄

た関お

経れ機に 経

農さ
は家のる 費又大とけ

営
す給たのきン

肉畜契当

で

市るの融融年ト 補
助町当対資資

計 村該象機残
ーし

が利と関高パ算 率

とつセた 等交子なごに

年
国翌
びら
及か

付補っ

を
民

北

北次 海

海の平 道

道と成 告

がお 示

平り年 第

成定
め月昭 か
間時
時９
覧前
縦午

士に、 号

免幌つ北

和 農

法 道のて道

年 農町い海

第 備う査勝

律 整行審十

土の支

地結庁
え 第

良、備 ）
改果に 号

適
北当置

地き

事か土暗

開とい 条

排総農

い良、

が改ょ

ん
整、 業
水合道

き画

明備区

の水手）

排い理

ょ担整

通通通

付類共共共

］育

べ第第第

す
き

式式

係様様様

関号号号

関
き
べ

す
付類

書式

年る 号交
書 い請 お申 に付 度。日

を績 等実 金
助添 補に て

時
５
後
午
ら

書 付告 交報

定、 ２
東決て の

で
ま

分

項
基た成 ５

区し平 第
地

盤。

お
整年 に
備
て
促月 い
進

日 準
る
盤ら す

基か 用
整

］
型
成

北備日 同 北

類、
水
排

用
用
業

種農 限出出
提提提

書
係

縦北

び数限先

部及部期出 出

庁

提出１別す支

、提
数

す

示

期指日

出先部にる

北付 は交 又
務

事添 るに

補知書 、道請 業海申 事
経

象堀

対提 助事の

一
〇
八

道、 第

海］間 法

の 第

勝道般 条

十農一 ８

道道
海海

庁１）縦

支）

庁庁
支支

場島知
渡空

覧

。
報い

績な
実し 摘要

所

也

助
補達

、
費

、
は 要告

等
率



北

家家病 海

畜平畜の 道

伝成伝種 告

平 染類 染 示

成 病年 第

十 が

三 次月家の類

年 畜種 の 号

十 と日

北 海

登北第北第

録海 海 番

合産

肥混副

号道号道号

石石

料

道 公 報

期 北

肥間 海

を

第

道料
更 告取
新 示

し
締 号

第

た
法
。 昭
号和

第

録

土の排。登北

項用た

号道

改定、番海 地規水
り）

法よ道

良に農

料 和豊事合

昭、）肥混

富業有

号

道
海

北

平

告 成

示
第 年
月

号

日

一 お

月 り患疑畜

十 発畜似の

六 生・患別

日

生数

。発頭

た
し

金

発

曜

類料料

肥肥 種

灰灰 の

混サ 肥

合
肥 酸

の灰ラ 植
石 腐 料ン

称土ム

料 苦 名イ

第
律

法
年

第
）

号
２

第
条

種 法の土質

年町のの機

良

第う改類料

律行地肥

土
地事

料 良計粒 ）
改業肥顆 号

画５ 第
西のの－

３
富更－ の名 豊変５ 条
北の称１

日

堀
所
事
知
道場
海
北

の
生

証ル溶ル

保アくア

生
発

土分

分リ苦リ

成カ性カ

量分

％
）

有大は

そ含最項含最項

のを量公を量公

有大は

ん里定

りうり加規
の

項

溶量よ

酸く酸全に

んち

次
、

量性り

全

の

５
地協 第

は登

量の
料

肥

証素 に
基に保窒 項
区議

分量 い
整い成全 お
盤つ

進査 準
促審量 て
備て

の％ 用
す基結）

適そ含 法
整、 同
盤果 る

事
知
道
海

北

］当有 第
備

ー
ヨ同同

日
也月

年 達

堀

及定許及定

牛同同

病
ネ

そ格 他さび規さび規

許
るののるのの

れそ格れ
害のお

有他と有他と の

物制り物制り 規

害のお

格の事の事

質限質限

の

、録

緑道

子海

名王北

平

お
と
の
格
規効

定有

公

成

り

年

とを ８

月

れ

業定さ 第
農決許 条の

害 の

有
る

他 １用し
北

肥成 海

料平分 道

取成の 規 告

最 締 示

法年格大 第

昭月

す成

の供平

そに
覧

也
達

関
係る
書。年

類

地

１２１

畜
患同同

は月

北山 足

株

会灰

式石

株同

生化共

住東苫

産称社
会
式

社
都牧

京小

日

名株 和 号

日式
称相

第扶

律
法生社

年会

条郡 ７西 第産住河 ）
号

芽 の

、
備
に

庁
支

谷
宗
道
海
北日

越 寄番広の

い
置
え

郡 郡地島
里
部 町の

万 別北
長 陸市

町 字

字 上

番静 陸

一 地狩 別

〇 東

九 ９

野

区中

業央新

中市

線番

１

３目

目丁

丁３

３町

湊
２番

者番
号
所号

定町 規室

堀
事

知
道

海
北 丁 、５ り条 よ２ に業西

番 肥道者２ の海目 次北

所７ を事地 料知

成
平
、

て

録堀 登

北

年

道

月海
堀

ら
か事

日知

成
平同同

日

録成

登平同

有
効
期
限

。録成 た登平 し

也
達 達年
月 也
日 縦

の也

般
一達

、
間



１２３

安所立村

保場指指アイ
伐伐林

定木 林主主森 定

備 の伐 定にと整 施の 予

の

林るて計 採 業 森係し

の伐伐画 目

北 海

定 北

森す 海

る平

同

道

予成

林
告法
定 示

で年 第昭
あ 和
る月 同

。 号年

日

道 公 報

同同同同同

同同同同同

第

同同同同

同同同同同同

同同

号

ネ
ー

ヨ同

平病
成
十
三牛同
年
十

法種を定

所採採で 方 要

標

、るる

はすめ

在的件

伐

似源めと準

様水定こ
齢

様かいで期

郡のなが
立上

町養る以

似ん。き

同

律
法

様はも

西木の

字

第

２

第
）

号

４１

別の第

紋地２
の

条

２１２１

同同同同同

郡

河中地

１

天地勇 天

塩の西の 塩払川

同同

郡郡郡 番郡１郡６

１１１１４３

同同同同

の

阿寿番広同新１天地

郡郡１

都冠 寒地尾号塩

郡郡 郡２

一
月患同

十
六畜

日

１５

金

紋南山

曜

と

似、の

郡線郡

別３越

当
該す

の
木。 １立る の

市 示る にす 図在 の所 次

田の 生項

に 分村 部町 す

安海 よ 字北 に 町定 原規

知 、 国道 り
次事

天芽

保

同に
う

堀 よ

番の

塩来別 の塩室

天早本 地

字西 字伏 町町町 １町町

オ緑仙 ウ美 字

丘美 ブ

里 シ線 ヌ
プ
ナ番 番

同同同同同

イ番地地番

松冠 寒樹塩

黒新 阿大天

町字 字字字

内町 町町町

別武樹ブ

字美 徹芽大ウ
シ 西宇

ノ 番沢番 番番 地地地地番 ７
同同同同同同

日八 滝
サ松

字浜

町地町

上番雲

ク

に 成
平同

野
原地 ー番 ル

２３

）町 。市 るる 限係
１ 北

土 海

地平起事起 道

収成 告

業 業 用 示

法年者 第の業

の

昭月

達 安
林

也 を
指

号１２３ 北

札） 海

第平作作作 道

成業業業

幌
告開

種期地 条 示発
に年類間域 第建
お 設
い月

解在保た解置
え

１２３

除場安目い

との縦

除 に所林的次て

保て」に の るし図覧

係

定 北

森を 海

解平 道

除成

林 庁

告法 経

す 示 済

る年 第昭 次部

。 和 の林

月 図務

お

伐のと

間木の
立次

ウ

種 係採り

に伐

名 和 号

日称類地

町町

第更更

律音音

法
年

文
ン 第セ ）化 号

タ

部

のー 条

公平浦 て 号長

町

か準日共成臼

ら用測

、す量年

次る

基日

と法級７

の同２月
準か

お第
り
公条点ら

共第）

安指は供

量項７

測１月

。

のさ省る

林定、す 理

公道そ
、
し）

所れ由略
面

郡の用図

川衆路の

上
町す北

川健とを

東保地
る海

号年 」課

第 様

律 びび

法 及及日

次似
の町

りに第

お場） と役号

」備

と
省い２

、置の

はえ条

並。

林度る

森限す

るの
の
と栽

の植
次に

、び
は

駐

る期
す・

と法
り方

お

工 り備 よ整 に場 定車 規
お知 と道 の海 次北事 、

規ま

をの日

業堀 事
り事

旨る
るよ

すに
施定で

実

知 量が道 測知海 、通北

っ事 法あ

た道

和。堀 昭た

め上

示済

に経

図庁

の支

次川

限及

に課

分務

部林

す部

し縦２

略て第

。東

るび

定

の供規

そにの

、覧項

及。海 よ

面る北 に

図す
係事 次

関知 、

び）道 り

及
。間

をう

類堀 よ

書の

種
樹
び

一
一
〇

。
た也 し

を達 定
認

の

也 第
律達 法

年 保

北に

備
に

場
役

町

）川

指

高也 の

日林

道達 安

海
支



海
別

平
成 厚

十 岸三
年 線

十

北 海

線
糠

白
見

北

道 公 報

道路道道路幕

１２１２

広

の線のの帯

路路路別
室

類名類線芽

種種路線

道旭道区
、名線

名

第

定の 北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第昭

面間 和

は、月

、一 号年

北般日

号

４

用用地の

収使業面
起図

部部示場

のの表覧
を縦

分分る
す所

一
月 野野

十 付付

六 郡郡

日

海風
別上

町町
海海

別別

金 連
番曜

寄

帯足足足足

地２
４番

陸

市郡郡郡郡

広寄寄寄
町

４別別別別

東陸陸陸
ウ

南字字字字

条町町町

陸ウ陸
ン

丁別エ別エ

ン 目

番ベ番ベ
ツ ツ 番

び広

層及区帯

道川道域

転場４

自覧東

峡縦市

雲
道南

車所条

線

目
丁

建覧

第道縦

律海の

法

番

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

河文

道町

海し更

北な音

町ー

更タ

音ン

郡セ

東化

野
木

日

前前後

で ら
ま か

先 先
地 地６

後

２地

先か１か６

地先番先番

まま

で先先

まら地ら地 か
先

地
２

後前前後

でで

規

前別
更の前

変後
間

ら 土北 り

川 よ

旭 に

道 定

海

の

業知 路

現道 道

木海 、
次

え を

備堀 域

に 区

所事

通
西

い の

置

内
地
目

丁

らで

かまかまかまかま

らでらでらで で

まかまかまかまかま

でらでらでらでら

敷
地
の

平延
員ら
か 幅

成
年

長

示
告也 り

、 お

て達 と

月

更２

決
北

道しそ週 海

たの間 道

。関、

路 敷２

告

係一

地法 地

示 ）先

図般 第 か昭

面の ら和 河

は縦

愛

の郡

路川

道区上

３

川

同北

町

域別

区

間
区

複
重

の
と
等
道

日国
縦北

上

、覧 号

海供

郡法 地北に

川年 敷

建る

別第 ま道す

愛律 ）
で 町

設。
路 第 別道 ） 愛部 号 字

整

別
愛
字

及 １

課 第

番備 条

先
地

番

現
木

土
路
釧

道
海

間川
河

業

一 所

一
一

北現

場木
土
広

覧帯
道

海 び 項

堀
事

知
道所所

海業

次 の

の 規

縦 定

に 、

所 り

で場 よ

ま覧 に

え 路

備 道

置 の

い 区

て 域

敷

、 を

地
の

告 次

也
達

長
延

員ら
か 幅

変ら
か り

日 お

の と

示 の

の間
と区
等複

道
国重



位区

点

地地地

ののの

１２３

置域点点

北 海

１２３
立

願 成名住代

平出出埋
表 の

の区 年 年願者

日者称所名域

月氏 月

日

道 公 報

免週 北

公許そ間

３４

海

有をの、 道

水受願公

廃廃

告

面け書衆 川川

示

埋た及の

敷

第

立いび縦

敷地
等

法旨関覧 地の

、係に 号 等種
類大次図供

第

１２ 北

河条そ 海

川のの平河廃 道

区規関成川 告

敷 域定係 示

のに図年地 川 第

等 変よ面

更りは月が の生 に、、 号

よ次北日じ

号

平
成
十
三
年
十

方 上次の涌
元 の 磯地＝向１２ 郡点－のの 漁

港 知と １地地
点点 原 内の 町４かか 点

の 地
のらら 字点地 北 地方方 涌

点 か
ら、 緯 点向向 元

と角角 番度＝ を

度 ４ ２結

市道

成海幌海

平北札北

道
北堀

月区

８央事

年中知

す の

丁
６也

西達
条

日３

とはる

及正の書

位び
置量法り北

数年お、。

が函

第願道

律出海

登土

木

市）っ土

別地号あ館

第た 柏

２。現 木

条業 町

第所 ４
月

廃と道年
名 りの海た

告土

敷り蘭称日

川お室

成

がす現二平

等示木

地
生る業級

じ。所河

たに川年

の備胆

でえ振月

、置幌

一
月
十
六
日

金

曜

度 の 、ん分

分 地だ分 点 番線秒秒 ま ２に秒 よの で 及

の ）

っ方 を び

、方 か
ら て向 順
次 番東向 方 囲
に経 ７向 ま 地角 結れ 先んたの 度

だ区の の
公度地
点 分 線域地

に

堀
事
知
道
海
北

目

点 有

１ 丁

のえ

目項備

定い

番規置
示

かり告

先よ、

地にて

水か

番有日

４公の

ら、

い別日
先の起

地面ら

２

施覧系

法縦水

川て川

河

道川

令供海馬

行に北来

す

和。事

昭る知

第
令
政
年堀

日

後

及 水分
秒 び 面

秒
の １

５
の タチツテト地

立 面
埋

地地地地用

ののののの

ケコサシスセソ

也
達

地 地

のののののののの

ク

ま埋算

地地地地地地地

オカキ

の３

てて

で立し
地

のののののの

イウエ

達

地地地地地

４

第
）也

号
面立位区

埋
て

地す地

の関の

４にア

らで
かま

漁

点点点点点積途

ソタチツテ

港 ののののの

施 地地地地地

設 点点点点点

用

らららら地

かかかかか

向向向向

方方方方方

ら
角角角角角

向

スセ

点点点点点点点点

のののの

キクケコサシ

地地地地地地

のののの

点点点点点点点点

地地

らら

かかかかかかかか

方方方方

らららららら

向向向向向向

方方方方

角角角角角角角角

向向

ウエオカ

点点点点点点

方アイ

地地

＝向のののののの

地地地地 －

点点点点点点

かかかかかか

らららららら

の方方方方方方

地向向向向向向

点角角角角角角 、

の涌

事
工

点積る置域点

の上次

施磯の地元 ３行郡ア点 の漁

区知のと
点結 点原 域内地を 地港

ら字かん か点 町

緯 向元ト線北 方涌らだ
のに 角

度度度度度

分分分分分

ののののの

秒秒秒秒秒

向向向向向

方方方方方

地地 地地地 のの ののの

度度度度 度度度度
分分分分 分分分分

のの秒秒秒秒 秒秒秒秒

方方方方のののの のの

向向 向向向向方方方方

向向

地 地ののの のののの の

度度度

点地地地 地地地

＝度度度
分分分 分分分
秒秒秒 秒秒秒ののの ののの方方方

向向向向向向 ）方方方

か
ら
方

ののの 向

地地 の地地地 角のの
地点点点

番地よ度 ２点っ

、まて 度

分 で囲

番をま 分

秒 ２順れ

秒及次た

のびに区
結域、 方

番ん東 向

経 ７だ
地線
先及
び度

一
一
二

点 点点点点点点 点点点 点点点点 度点

分

の

の
秒

ア

点の分 地

地
点秒

と
ト



平
成
十 ○○○○

三 ののののののの

年 地地地地地地地

十 点点点点点点点

北 海

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地

道 公 報

立
位区

埋
アイ

域置域点
地

区の

第

週１

公成出出

、平アイウ

間

名住代 願 衆

願者 の の年表

縦

氏 月

覧月の 年

に
供日日者称所名

号

免 北

公許そ 海

有をの 道

水受願 告

面け書 示

埋た及 第

立いび

法旨関
、係 号

大次図

一
月
十 ○○○

六 ののののののの

日

点点点

地地地地地地地

かかかかかか

点点点点

方方

ららららららら

か
方方方方方

金

角角角

向向向向向向向

角角角角

曜

度 度度度度度 度

分
のののののの 度
秒地地地地地地
かか

分の点点点点点点

方かかかか
方方

秒向らららららら

方方方方

向向向向向向

角角角角角角 、
東

ん図

度度度度度度 経

文水の１のだ

礼有次－
の地線
根

礼の地点に
点 郡面
文地点とよ
っ

大かをのて
－ 町点と

字ら結地囲

香○ん点ま

地線をた
＝ 深のだとれ

海

。平北札北

る
す

－ 村

道市道

成海幌
北堀

月区

８央事

年中知

正の書

６也
西達

条

日３

とは
道

律出海

法り北

年お、
が稚

第願
現

第た木

）っ土

号あ内

第所

条業

２。

日

分 分分分分分 分

秒

のの のの 秒秒秒秒秒 秒
方方方方方 方方 ののの

向向向向向 向向
の
地地 地の地のの のの の
点点点 点点 点地点地地

の
地
点 度分分分分分分

ののの

分秒秒秒秒秒秒

ののの
向向向

秒方方方方方方

向向向

）

地地

らのののののの

か

点点点点点

方地地地地

字点、結区

向点

ん域 エま

コで－だ

キを１線

ナ順の及

イ次地び

、 に点
地＝

番結との

及だの点－

４ん

び線地と

、点

番○との

知
道
海
北

目
丁

６のを地

規置

のえ

項備

１に

堀
事 、示

り告

よ、

にて

定い

の起

面ら

水か

有日

公の

面
埋
ウ

地 －

立

○１

角

ののののの

度
○○○○○○○○

のののののののの

地地結点

緯

のとだを北

先点んと
線結
、

公

也
達

ののの

算
関
に
て
立位区

埋
アイ

面
ウ

の３

てて

立し

埋
－

途

地地地地用

ののの

１

船

点点点点積

○○

揚 のの－の

場 地地１地

用

ら

かか地か地

点点の点

向ら向

方方か方

らら点

地地地地地
角角方角

向

点点点点点点点

地地地
○○○○○○○

点

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

点点点

地地地
角角角角

分 だの地図

のの 根 線地点度
秒地地 点 、点と

分の点点 ○と

方かか のをの

方方

－ 地結地秒向らら

点ん点

向向 とだと

角角 線を、

点○地○

事
工
る置域

す
の礼次結

と地

施文のんとの点の

だを地

区礼の線結点○点

行郡

地○

域文地、んとのと

だを 町点

んと地

大との線結点の

地、

香の点○だを点

字

点点点積

地地地

○
の－の

地１地

か地か

点の点
向地

方か方浜

ら点ら海

角方角盛

向ら

向
度角 度度

分度 分分

秒分 秒秒
の の
方方 方秒 の

一 向向 向の

一 方

三 向
の

の の地

度度 度度度度度度

分分 分分分分分分

秒秒

のの のの 秒秒秒秒秒秒

方方方方 方方 のののの

向向向向向向 向向 方方
のの

の地地ののの のの

＝ －、結東

ん経
の度度 － １
ののだ

地 地地線度分分 点点に点

ととよ分秒秒 っ をのの 結のて

向向 ん地囲、秒方方

だ点ま
＝ 線とれ
－） 、をたか 結区らの

地との線結と
－ん域の

村点○地、んを

深
字との点○だ結

地、だ

エを地との線ん

コ結点○

キんとの点○線

○地○

ナだを地との、

イ線結点

、んとの点の

だを地と地

４の線結点○点

番

を地○

及地、んとのと

び点○だ

との線結点の

土 向
角 度度
度 分分

分

） 秒秒
の

方 向向 の 方方 秒 の
向

の の

地地

点
地点 点点の地 地

点点 点点 地点点地地地

点点

方地 １だ地 向点 の線点 角 地及
点び

度 北 と
の緯

地、んと地

６の点○だを点

番

、んを

地地との線結と

先点○地

との点○だ結

の地 地

、

を地との線ん

点
地点 点



に
て

面立位
埋

ウア

地地地す

ののののの関

点点点点点積る置

地地

北 海

９

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

道 公 報

ののの

２３４５６７８

地地地地地地

のののの

点点点点点点点

地

第

立

住代位区

埋

イウアイ
域点

氏地

の区の

者１

表
所名域置

号

２
出出

ア

平願名

成の 十

年願
三
年月

十

の枝
事

工

日者称

施幸 ののののの

行郡 地地地地地

区枝 点点点点点

域幸 かかかかか

音

ららららら町

向向向標 海 方方方方方
浜 向向
角角角角角地
盛番 度 度度度土５ 度

８９

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

角角角角

６７
度度度度度度度度

のののの

度１２３４５

ののの

点点

分地地地地地地地

点点点点点
らら

秒かかかかかかか

方方方方

のららららら

向向向向向向

方方方方

角角角角角角角

向向

度 度 度度度度度

音 札北枝び次
のの標 幌海幸

１地漁 市道郡
地地と
港 中知枝番の点

点 区町先点を
原 央事幸

北堀音のか結

３標公らん
だ 有＝ 条

水の線 西達番 ６也面地に ５

一
月
十平北

六成海

日道

月
９

年

金日

曜

、 分 分分分分

番 秒 秒

５ 秒秒秒 のの

方方方） 方方、 ののの

向向 向向向

番
、

の のののの
点点、 点 地地地地番 地
点点

分分分分分分分分
のの

秒秒秒秒秒秒秒秒

方方方方

のののののの

向向向向向向

方方方方

向向
地地 ののののの ののの

点 点点点 地地地地地 地
点点点点

分 分 分分分分分 の
地

秒 秒
のの のの 秒秒秒秒秒 点
方方方方方 方方 ののの

向向向向向 向向

の
点地地 のののの地のの

点点点点点点 地地地地

丁点よ 、 目まっ
でて

番を囲、

、次れ＝

５順ま
にた
結区

番ん域

、だ
線）

及か

、１ら 番び

日

、
番

のののの区 ののの区の

ヨタレソツ トチリヌルヲワカ
のの

の方
のののののののの

向 地角 番点

及と
のののの

イロハニホヘ

地地地地域

区
区

イ

のの

次でて

点点点点

のののののを囲

度

順ま

点点の次れ

分地地地地

点点

結区

秒かかかか地にた

方とん域

のらららら点
だ

方方方方
角角角の線

向向向向向

角

点

地地地地地域地
音

点点点点点
のののの

カヨタレソ次
地
標 ののの
点点の点
漁 地地地地地

かかかか地と
港 点点点

点 ららららら点を
原 か
方方方方方か結

向向向向向らん
だ

地地地地

＝ 角角角角角

点点点点点点

地地地地

ヘトチリヌルヲワ

点点

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

地地地地地地
角角角角

ロハニホ

点点点点点点

ののののの

ツ音度イ

標 の

点点

漁 地分地地地地地

点点点 港 点
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入札

イウエア
札札下証

入開開入以保

に金

ア

る
す
関
に

消を 札札札

定 等加捨とる に る 札
入

当 税 に に算てなか 相 課

た申 す 業 当 係したっを

金額者し る 者 た るた金

て 費額）は出 金 で っ 消

を る は 税を、る 額 あ

札と 入 か 、 等当も落こ

入て決。 札 免 入 の該っ

書 扱札落定た 書 税 札 取

記 者 に い金札後だ に 業

の 第時

載 で 記額価速し

に 有る 成
効入

入及 要 第い な札 条のお

にこ 項、 札否他び １て
告 定規 る公 規に 限の の

る し定 よす ）に に定 。

の

証

格 者る 定資 ため り

場方 の海よ交

金決 北に

付規。に方 納道る付定

る 免第す の則関所法法

除

項海海の 、号事北北ア

岩教所 付以道道場 納。

見育で 方下

加費納 保参

財沢庁交 法

よ等す 証 日場日し税付

とと 時所時金こ

う」る

平平アイ

るう。

すいと

同同は） 成成にに者。
、相

１１。。そ当 年年じじ

育海

所
場

見を 月月の額

岩議育

道会教

海局道

北
沢空

見室庁

とか落 す あ 載に格や、

か れ円すに札 る る さ１

費が と を た未る消者 こ

額ので税共 。 問 金満の
入の企 ず に端、等同

わ

体 見 該が札課業 、 当数
額る参事の 積 金あに税

す者合 っ のと加業場 も

きた

札 たを を入 め

はるでで

な 者関 定し 札に 予有 落

る の者 すす 格い と係 価
のた件 限し 。条 制の る

し 内、反 囲札違 範入に

す は
務市空付 等

た で財

。 政
則条教る 、

規８知
丁企 第
と５局 令
」西育

い
う目画

７第課 の）務 条。総

及

９

北か
び条

積含
。
もむ 日日

ま契の ））た） 木水っ
約 午で

必の 額

前に分 金

時着５

のに 消
す 及

送と当 税

郵こ相 費

に育

８送教

市郵知
に。

丁場画

５る企

西よ局

条
は務

目合総

一北、課

一海郵）

八

支
知号

空番
道便

るっ の約 、者ああ 分契

に額 の、かて ５金 そは
数費税そ 相の 端消免、
事の 当金税

第は の則札 低規入 最務
、 価

無 格

道第
海ら

を条効

財

よ）る び

則定
の 規

条 務

費

合上 消

場以 方

る額 地

、税入

はの

庁
３－
階
空
教北

知



材入次

イウエ

平 調納納札の ）

成 達にい

十

入入 メを参ず

三 ーす加れ

年 タるすに

十 ー物るも

北 海

２
調北

入
ア

札
達海 にを道

付す岩
る見 す
物沢

道 公 報

．．．

第

エオカキ

契日ここ詳

所約本のの細

の語入入は

続び及の入

手及札札、

に日び執札 在

号

ウ

員すに

成出約名

構提契

場 部とる

一こす

のる関

期一 ほ品者該

月 か等に当

十 の日所必す

六 仕要る

日

格。

品等資と

５様なこ

５入平北

目

金

道

点札成海

説

曜

書２見

明年岩

る品農

事等業

項の高
名等
称学
及校
び学
数科
量転
換
に
係
る

い国約は明

お本契行説

貨、公に

地て通は、書

電す達する

用調開よ

使
言続。

便話る手る。

郵

及停

号号語の

番番
び止

通等

貨が － －

事担

税を称

免務

に。事
組道

がる海

者す北

業当

き名庁

との育

る織教

い
、及知

は称空

日

農

及月沢

び
求高

要日業

よ
に
書校

様）学

仕火等

。
る

物
品
購
入
理
化
学
機
器
・
計
測
機

有 －り
得 北

る

見線 岩内 道。

海
沢
市

所育

共び教
丁
５
西
条
８

総

体画

業地企

企在局

同
業

事
税
免
等
税課

費務

消
者

第札交交

むら入

イアイ

説

。入
）札

明

証書付付 条 の保

器
及
資
び

札

入開開入
入

イウエア

札札札に
札

契北入

イア

条 申査道執

約 審海札入

書行見の札 項 請を岩行

目
エア

当る件こ札る

あ条入げ
参格

の 該こ付に資申申

。般加を請請

入 調と一

る
い

アイウ

を
書
出
申

達

行調と

成が該こ

平道当

の 年う達を

金の

納付 のめ場方 の交 分定
の関所法 にと 付に ５る

すに 除る 当ろ 免す 相こ

海海の るよ 、事北北ア

以。 付道道場 額る 納項

の法見育で 上方岩教所

日し
加
保参

入等沢庁交

と 時所時金う
よ 証 日場

に者

育海平平アイる
す

同同は

局道成成に

会教

。。そ

議育年年じじ、

空月月の

室庁１１

のた市所 示 類っ沢場 を
き条び 場

提と８及 す場

、５時

先は所西日所

出

結海

な郵北査目北

審丁

岩

れ番道果北道

け便海

な育申道見

ば号教を海

庁請教沢 ら

よすのの は 物競し有

札

時方 政 に入うる

、 品争
参すど期法

令 関札とか

、加るう

第 し
要資者か
成請 の 求格はの平申 条

審

書 ５ 仕の

様審か査

の ２

書査らを年類 の

申 に

北指物証
記ま請月提 の

関た

道競にし

海名品明

第札、で

示入し者

告争
に迅あ

アと

にるなこ

号係速る
ー

すをタ

定名フ。

規指

８知す 札は市空付

る停

西育。 証政条教る 保、

丁企 を第５局 金令

目画 納
すの総 付条

一 る７務

一 こ及課

九

９見

務
。財
とび

郵知

も に育
送教日日積

た る企））

っ よ局木水
に

約 合総午で

契 場画ま
着額 、課２必金 は務後

郵）時

消 便の
に。税 号送と費 番郵こ

知に庁８

な－空者育市

い

教通空条 。

丁

北局す教５

育知知西

企

道画。局目

海企る育

沢課総海

見務画北

岩総
西支

条知

８課空

市務道

出 規 載でを
なかの に

のにし日先 定

示 る

件めけら指 よ

要定

をるれ
なまよ 件

満とば日に 条

作 一

しろらでり 付

たこ

し 競

いよい成 般

てにな

申 入

こ、た 争

るり。

さー

物止サ

をの請 札

と

入い・

購てス

のれビ

品

ナ

資こテ

のいン

等なメ
体

すの

有ス

を。ン

格と

第
則

規 こ制

る

か
条

よ）等

場当

－る相

合額

階

丁３

５庁
北、含

はを

類 あ

証ウ書 で

教
知
空

目

たエ提 の

しびを る

明及

とが

で、掲し

者でに出

て
れ

さ
備

。整



．．

キ
詳
細
は
、
入
札

北 海

ウエオカ

所約本のの

契契日ここ

及札札

にの語入入

約名

び執 在 す続び及の

関手

るに日

道 公 報

者成出

す額等分業構提

札で員す

に るをの落

係 額切

者あのる

加捨とる一こ に る をり
税 算てなか部と 相 課

第

アイ

約開号す入

契要そ各と

札 掲。金 書札にる札落
定 る等 の時決 げ額 作

の
おに 入に

成に

号

落財っ
も

平札務て

成
者規入

十則札
三第 の

年有 決

十効

説
明
書
に
よ
る
。

務い国約は

事お本契行

貨、公

を称地て通は、

電す達す

当用調開

担使

る海便話る手る

す北郵
号語の

組道番番言続。

の育及停

織教号

び止 名庁

通等

貨が － 称空－

及知

免 す 業 したっをに。 当

額者し税 る 者 た金た申

額 あ 額）は出事 金 で 金

を る を、る業

札とが 入 か 当も落こ者

税 入て決。い 札 免 該っ

だと に 業 札落定たる 書

額価速しき 記 者 金札後

、 す あ に格や、は 載 で

当 札係 の

る る １とか落

否他び消

てた 及る 要い

て こ費

、っ

告の

規、 公等

には の税

る書 定扱

す札 に取

定入

を載 入
格記 る

資に めい

条 定

有さ 札

一

方第な

月

１入

十

項 法札

六

のに

日

り
し よ

） に
。 定る 規限

金

め
者 定
た

曜

落 た
を

有 － び教
所育り
得 在局北

る

線 総岩内 画道。

地企海
務見
課沢
市

円すに札共

丁
５
西
条
８

企 と を 未る消者同 こ か
で税共業 。 問 満の費が
企消 ず 端、等同体

わ の

見 が札課業費 、 数入の

参事の等 積 あに税体税
合税 っ と加業場免 も る

契 はるでで事 た きす者

はるっ者 約 、者ああ業

い金 係
なた 関

しれ に

そ

件 し当 条 のに る
者額 す

の 反 札額 違 入金 に た該

し 、
財た

予

札の 規入分 務

日

制
る の
す 格
と 価
者 定
札

低
最

で
内

囲
範

の
限
。

予平名測

北）

アイ材ア

道 称ー定成称量

海 名レ

及 岩 及ザ時

目

びー期年び

名サ予平海

北北

イアイ

成道称ン定成道

予平海

岩

定

岩及プ時 時

申 金

期年見びル期年見

端消免、出 額 の、かて

数費税そ書 の

事のを 金税

予平海名貯

北北

アイア

称工定成道称蔵

海名施

岩及タ

道
岩及工時

５ 則

見び事期年見びン

、に 第は

相 無

の予

一この
告

３

条効当

の契定

連
調約時

達に期

契よ

を
格

価
の

．

見

数 沢ア 数加

業リ 機頃
農プ 量工月量

校ョ

学シ

等ー か

高ケ ほ

学ン

換ほ 転式 目科一 品

にか

沢

係 点

沢数前

業理頃業

月農量処月農

学砕学

等粉等

高用高

頃

転

科か科

学ほ学

校器校
に

換換

転
に

沢数ク

係品係

沢数用

頃業か

農量ト月農量ほ

等タ等

高ク高

業ラ

学ー学

科１科

学学目

校校品

転品転

係１係

にに

換目換点

約る
に調
関達
す後
るに
事お
項い
て
調
達
が
予
定

入
購目 品品 物６ る 目る

計
・

器
機

学
化

理点

品

物物

る
品
入入

購点購

機器

用械

業機

林作

農工

物物

る点る

具
器）

械具

入入

購購

品品

機機

用用

業業

林林

農農

具具

器器

械械

さ
れ
る
物
品
等
の
名
称
、
数
量
及
び

一
二
〇

）））

資
び

及
器

機
測 そ
の
入
札
公

の



道
海

北

イ

公

平 安 冷予平

成 委 凍定成

十 員 冷時

三 会 蔵期年

年 告 庫

十 示 ほ月

北 海

平海名

北）北

材アイア

称合定成道称

海名総予

岩及

道
岩及気時

沢数

見び象期年見び

沢数測
量定月農量

道 公 報

予平

北）

イ材アイ
定成

海 予平名

道 定成称

時 及 岩 時

見 期年び自期年

数己 沢
月量記月

第

予平名卓

北）

アイ材ア

道 称ル定成称上

海 名ケ

及糖 岩 及ダ時

数計

見 びー期年び度

沢 数ル
量窒月量ほ

号

道 定成
海 予平

北）

イ材
岩 時

見 期年
沢
月

一 第 か頃

月 道
十 号

六 公
日

目
品

安

委 点

金 員
曜 会

一等

高置高

業装頃業

農
学か学

校ほ校

学式学

等
に品に 換８換 転転 科科

物 るる 係目係

等置

高装

業 頃録頃

農

物

換品 転９ 科
学

校か

学ほ

頃か

農

物点 る９ 係
に目

等 蛋

高 ／

業 素

学 白

科 蒸学 動目

校 自品

転 留

物
る か係 ほに 置換 装点 転

科
学

校
学

等
高

業 頃
農

物
る

係
に

換

日
告

示 入入 購購 品点品
金

器 器

磁 機

陶 学

・ 化

物 理

入
購

品

機
測

） 計

類 ・

品

機
測

計
・

器
機

学
化

理

目入 品購 ３

測
計

・
器

機
学

点化

３理

入
購

品

機

代

機
測

計
・

器
機

学
化

理

表 定定は

要検検検検又

式請称者 定の 型申名 定

式の概

２

資
び

及
器

年有

製 表 は造事

又代製う型

所技技 者
名又業遊遊型

検検

１

資
び

及
器

造 称は

申 定定定

式の概要検検

造 技式請 定の 遊型製型

う型 成
平

資
び

及
器

年有

検又代製

定は造事

申名又業遊 年表

請称は所技 者

のの

条務た
資

び
及

器

月

正 機技、
適 技遊で

の 遊
型則
等 認の規

化 の機同

効の 試者及 及式第
に 定

番氏住 期氏 月 験のび 番

大株代

号日号間名所名

平第公
示阪式表 成

の府会取

日堺社締 年

市ネ役

成ケト国

月号平旭ッ
丘本 日

式業 の 及検の機機

年北

在種区者 氏 び査所のの

所名行地類分名名

住を

ル

ア代鳥栃千回遊コア
チゼ

ル表取木葉胴技ン
の４株

ゼ取県県県式機

式

株締米小四遊

会

式役子山街技認

市及－社

会市市道機定

社岡和荒

田田井鷹び

の型

験の 番効 式業 機試者

町

号間名

区番氏 期 者月 の

平第公東

分名名号日

遊モ株

示京 成 技ボ式

の都 機・会

日江 年 のモ社

東 認ガア

成有

定ク月号平区

及ト

明 び技日

の 者及検の機
型研年三

のび査所の

行地類

氏住を在種 氏 日

木胴

東株代栃回

名所名

芳遊

都会取県式

京式表

郡機

川ア役賀技

立社締

砂技野宮

上ト町二

市ク

関条
す びに９

関

町研町

律 のる１
法 式す第

る 型
検技項

の定
和 等上規

昭 定術の

に
にり
法 す格よ

年 関規に

則合示
第 規適公

律 る

町幸

丁
月１司

３
ら号
か５
）番

日４

一 年二 間一

台式 番 和

一の 地 生

番に

１等

地目定

番丁検

丁

６
第
則

規
る

す

地関

式

１

の月目

検
等）地

定日番

にか

第
則
規間

る年

す３

関ら

道丁英下 海５忠久 北

６

西 公目田

会７目 員地丁 委番４ 安
委

潮
長

員

しす

る第

和い。 ）

昭てる 号

年旨
項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の

条

号
２
第

条 則等い

規業

田

号
２
第

を

号制）

４規。

第のう

６業っ

第び行

）及



定

型式の概要検検検

５

造 技式定の 遊型製型定
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成
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ル月
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代愛ぱ

日号間名所名行
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４
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６
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